
  令和２年 11月号 №536 

のうぎょうだよりは八戸市農業

委員会のほか、市内農協各支店

でも配布しています。 

また、インターネットではフル

カラーでご覧いただけます。 
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のうぎょうだより 

令和２年度農家座談会日程 

日にち 時間 地区 会  場 テーマ 

12/４ 

（金） 
17：00 是川 是川公民館（ホール） ◎荒廃農地について 

12/７ 

（月） 
10：00 中沢 南郷事務所（大会議室）  テーマなし（農家よろず相談会） 

12/13 

（日） 
10：00 島守  南郷 緑分館（和室）  テーマなし（農家よろず相談会） 

１/17 

（日） 
10：00 館 館公民館（ホール）  テーマなし（農家よろず相談会） 

１/19 

（火） 
13：30 

大館 

南浜 
大館公民館（ホール）  テーマなし（農家よろず相談会） 

１/20 

（水） 
10：00 市川 市川公民館（ホール） ◎圃場整備について 

１/21 

（木） 

10：00 下長 下長公民館（ホール）  テーマなし（農家よろず相談会） 

13：30 豊崎 
瑞豊館 

（生活研修室・実習室） 

◎収入保険の活用 

◎農地中間管理機構の活用 

◎太陽光発電は農業所得増につながらないか？ 

◎話題提供（キク芋栽培、最近の稲作技術） 

◎その他 

1/27 

（水） 
10：00 上長 上長公民館（ホール） 

◎農地を貸したい方借りたい方 

 ～農地バンク利用について～ 

  

 

【
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
】 

    

農
業
委
員
会
で
は
、
下
表
の
日
程

で
農
家
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

座
談
会
で
は
、
開
催
地
区
ご
と
に

困
っ
て
い
る
こ
と
や
問
題
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
地
域
の
農
家

の
み
な
さ
ん
と
農
業
委
員
等
が
一

緒
に
な
っ
て
、
地
域
主
体
の
話
し
合

い
を
行
い
ま
す
。
市
関
係
課
の
職
員

も
制
度
面
か
ら
助
言
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
日
頃
の
悩
み
な
ど
を

地
域
で
共
有
し
、
解
決
に
向
け
て
話

し
合
い
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
テ
ー
マ

を
設
定
し
な
い
地
区
で
は
、
農
業
に

関
す
る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。 

  

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
受
付
で
、
体
調
確
認
及
び
連
絡
先 

等
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
ご
承 

 

知
お
き
く
だ
さ
い
。 

※
感
染
症
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
、
中 

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

問
農
業
委
員
会 

☎
43-

９
１
６
４ 
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今
回
は
、
市
川
町
轟
木
地
区
を
拠
点
に
、

五
戸
町
石
呑
、
池
ノ
堂
地
区
か
ら
市
内
五

戸
川
流
域
の
水
田
地
帯
で
米
を
生
産
し
て
い

る
、
鈴
木
フ
ァ
ー
ム
代
表
で
あ
り
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
で
も
あ
る
鈴
木
朋
弥

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

◎
法
人
化
に
至
る
経
緯
は
？ 

父
親
が
、
自
作
の
傍
ら
稲
刈
り
の
請
負
を

始
め
た
の
を
機
に
、
精
米
設
備
を
導
入
。
離

農
水
田
や
遊
休
水
田
、
耕
作
放
棄
水
田
を

借
り
受
け
て
規
模
を
拡
大
し
、
平
成
29
年

に
法
人
化
し
ま
し
た
。 

 

◎
現
在
の
経
営
内
容
は
？ 

法
人
化
当
初
50
町
歩
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
経
営
面
積
は
80
町
歩
と
な
り
ま
し
た
。

法
人
化
と
同
時
に
農
地
中
間
管
理
事
業
を

活
用
し
た
貸
借
に
切
り
替
え
、
地
代
支
払
い

の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。 

な
お
、
本
年
の
作
付
け
は
主
食
用
米
と 

飼
料
用
米
（う
ち
40
％
が
直
播
）半
数
ず
つ 

      

     

 と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ス
タ
ッ
フ
は
家
族
６
名
に
加
え
、
今
年
か

ら
フ
ル
タ
イ
ム
の
従
業
員
１
名
を
雇
用
し
、

男
性
４
名
、
女
性
３
名
の
計
７
名
で
運
営
し

て
い
ま
す
。 

水
田
転
作
作
物
と
し
て
飼
料
用
米
に
も

早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
で
は

多
く
の
農
家
が
参
入
す
る
な
ど
、
国
産
飼

料
原
料
の
需
要
は
引
き
続
き
見
込
め
ま
す
。

減
反
政
策
の
撤
廃
や
昨
今
の
世
界
情
勢
を

踏
ま
え
、
内
需
構
造
の
変
化
に
一
次
産
業

全
体
が
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
産

飼
料
原
料
の
低
コ
ス
ト
供
給
を
可
能
に
す
る

体
制
を
整
え
、
〝
飼
料
基
地 

八
戸
〟
の
発

展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 ◎
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
？ 

有
機
肥
料
を
積
極
的
に
施
用
し
、
地
力

維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
豚
糞
及
び
鶏
糞
肥

料
を
10
ａ
当
た
り
３
０
０
㎏
ほ
ど
散
布
し
て

い
ま
す
。
窒
素
分
は
10
ａ
当
た
り
10
㎏
を

目
安
と
し
、
移
植
時
に
側
条
施
肥
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
育
中
は
葉
色
を
見
な
が
ら
必

要
に
応
じ
て
追
肥
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 ◎
今
後
の
抱
負
は
？ 

経
営
規
模
拡
大
に
伴
い
、
圃
場
管
理
シ
ス

テ
ム
、
直
進
田
植
え
機
、
自
動
操
舵
コ
ン
バ
イ

ン
を
導
入
し
ま
し
た
。
圃
場
ご
と
の
デ
ー
タ

蓄
積
に
よ
る
地
力
ム
ラ
の
是
正
、
繁
忙
期
の

過
労
緩
和
と
作
業
効
率
の
向
上
を
図
り
つ

つ
収
量
の
安
定
化
に
繋
げ
た
い
で
す
。 

 

 ◎
将
来
の
展
望
に
つ
い
て 

今
後
の
展
望
と
し
て
、
圃
場
の
大
区
画
化
、

Ａ
Ｉ
・Ｉ
ｏ
Ｔ
（※
）技
術
の
導
入
、
畑
作
物
と

の
複
合
経
営
に
よ
り
経
営
の
安
定
を
図
っ
て

い
き
た
い
で
す
。 

農
地
中
間
管
理
事
業
で
農
地
の
集
積
は

進
行
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
圃
場
規
模
が
小

さ
く
、
か
つ
、
圃
場
間
の
移
動
に
結
構
な
時

間
を
割
か
れ
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

借
受
け
農
地
が
繋
が
る
〝
集
約
〟
が
進
ん

で
も
付
い
て
回
る
問
題
で
す
。
自
社
で
１
単

位
区
画
拡
張
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
借
受
け

農
地
が
集
約
し
て
い
て
も
地
主
が
異
な
る
場

合
、
繋
げ
て
１
区
画
と
し
づ
ら
く
、
10
ａ
に

満
た
な
い
水
田
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

地
主
の
異
な
る
農
地
を
繋
げ
て
１
区
画
と

し
た
場
合
、
境
界
を
明
確
に
把
握
、
共
有
で

き
る
体
制
と
早
期
運
用
が
望
ま
れ
ま
す
。 

五
戸
川
流
域
の
平
野
部
は
、
長
年
、
水
田

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
農
家
各
々

が
労
力
を
投
じ
、
水
路
や
圃
場
を
維
持
管

理
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は

主
と
し
て
排
水
不
良
に
よ
る
湿
田
化
か
ら

利
用
さ
れ
な
く
な
る
水
田
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。 

職
業
柄
、
地
域
を
巡
回
す
る
機
会
が
多

く
、
将
来
的
に
農
村
の
風
景
を
維
持
し
つ
つ

地
域
環
境
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

を
感
じ
ま
す
。
後
継
者
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
圃
場
基
盤
整
備
を

進
め
る
意
義
を
強
く
感
じ
ま
す
。 

             

※
Ａ
Ｉ
（人
工
知
能
）は
人
間
の
よ
う
な
知

的
な
活
動
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
実
現
す
る
技

術
や
研
究
分
野
を
指
す
概
念
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
モ

ノ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
つ
な
げ
る
こ
と
。 

オ
ラ
ほ
の

今月号では市川地区の

農業法人、鈴木ファーム

株式会社を紹介します。 

 

 

 

 

木
村 

武
美  

谷
地 

秀
典 

 

木
村 

弁
一

鈴
木 

朋
弥 

 

コンバインで稲刈り中の鈴木さんを見守る 

お父さんと愛犬のティアラ 

委
員 

委
員 

委
員 

委
員 

取
材
担
当 

市
川
地
区 

稲刈り風景 
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新
た
に
農
業
委
員
に
任
命
さ
れ
た
橋 

場
委
員
の
、
今
後
の
意
気
込
み
を
紹
介 

し
ま
す
。 

      

私
は
、
今
年
の
７
月
15
日
に
八
戸
市 

農
業
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
我
が 

家
は
専
業
農
家
で
、
主
に
果
樹
（
り
ん 

ご
、
梅
、
桜
桃
等
）
と
長
芋
を
栽
培
し 

て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
初
め
て
農
業
委
員
と
な
り
ま 

し
た
の
で
、
地
域
の
皆
様
や
諸
先
輩
委 

員
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
微 

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
農
業
委
員
と 

し
て
の
役
割
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
努 

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

     

八
戸
市
農
業
委
員
会
は
、
９
月
10
日 

八
戸
市
庁
に
お
い
て
、
青
森
県
農
業
会 

議
の
農
業
者
年
金
担
当
者
を
講
師
に
迎 

え
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推 

進
委
員
を
対
象
と
し
た
農
業
者
年
金
制 

度
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

説
明
会
で
は
、
農
業
委
員
ら
が
年
金 

の
魅
力
と
農
家
面
談
の
ポ
イ
ン
ト
を
確 

認
し
あ
い
ま
し
た
。 

農
業
者
年
金
を
知
ら
な
い
と
い
う
農 

業
者
が
な
く
な
る
よ
う
、
今
後
説
明
会 

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら 

迎
え
る
農
閑
期
に
、
重
点
的
に
農
業
者 

年
金
の
周
知
や
加
入
の
呼
び
か
け
等
、 

加
入
推
進
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
き 

ま
す
。 

          

                               

                       

橋場 孝 

南郷泉清水 

農
業
者
年
金
制
度 

説
明
会
で
理
解
を 

深
め
ま
し
た 

講師の青森県農業会議 林主事(写真中央)と

農業委員ら 

農
家
座
談
会
で
の
質
問
に 

お
答
え
し
ま
す 

④ 
        

【
回
答
】
農
業
委
員
会
で
は
、
荒
廃
農

地
の
状
況
把
握
・
解
消
の
た
め
、
毎
年

市
内
農
地
の
全
体
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
非
農
地
に
し
て
ほ
し
い
と

相
談
が
あ
っ
た
場
合
も
、
同
様
の
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
調
査
は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と

称
し
て
委
員
と
事
務
局
職
員
が
農
地
を

見
回
り
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
著
し
く

山
林
・
原
野
化
が
進
行
し
て
お
り
、
か

つ
、
周
囲
の
状
況
か
ら
見
て
農
地
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
と
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、
農
地
に
該
当
し
な
い
（
＝

非
農
地
）
と
判
断
し
、
農
業
委
員
会
総

会
で
の
承
認
を
経
て
、
所
有
者
へ
非
農

地
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

 

 

な
お
、
農
業
委
員
会
が
非
農
地
と
判

断
し
て
も
、
登
記
地
目
が
変
更
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
所
有
者
が
法
務

局
で
地
目
変
更
手
続
き
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

【
質
問
】
非
農
地
に
し
て
ほ
し
い
の
に

で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
り
、
一
方
的

に
非
農
地
通
知
書
が
届
い
た
り
し
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る

の
で
す
か
？ 

       
 少子高齢時代に強い年金です。 

   自ら支払った保険料とその運用益により年金額が決まる「積立方式・確定拠出型」の年金です。 
 保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます！ 

   月額２万～６万７千円の間（千円単位）で設定できます。 
 税制面で大きな優遇措置があります！ 

   支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税の節税になります。 
 認定農業者など一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助があります！ 

 
※加入要件…①60歳未満、②国民年金第1号被保険者、③年間60日以上農業に従事している方 

農業者年金に関するご相談は、最寄りのＪＡか農業委員会または農業者年金基金にお問合せください。    

問 農業者年金基金 ☎03-3502-3942 

あなたの老後生活への 

備えは十分ですか？ 
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の
う
ぎ
ょ
う
だ
よ
り
担
当 

古
舘 

新規の農地情報をお知らせします。詳細につい

て確認したい方は、「全国農地ナビ」をご覧いた 

だくか、農業委員会までお越しください。新規以

外の情報は折込チラシにございます。 

 農地転用・農地改良につきましては、農業委員

会や農業委員・農地利用最適化推進委員にご相談

ください。 

問 農業委員会 ☎４３-９４４８ 

 
所在地 

地目等 
面積 
(㎡) 

希望価格 
大字 小字 地番 

① 河原木 前谷地 55-1 田 
（農用地） 

991 応相談 

② 
長苗代 島ノ後 

15-2 田 1,235 

応相談 15-8 田 747 

河原木 観音堂 12-2 田 1,322 

 

 

 
■農地を買いたい・借りたい方 

提出書類 発行機関等 

①あっせん申出書 八戸市農業委員会 

②住民票 
※申出者が市外居住者の場合 居住地の市町村役場 

③農地台帳記載証明書 
（耕作証明書） 
※申出者が市外居住者の場合 

居住地の農業委員会 

 

 

■農地を売りたい・貸したい方           

提出書類 発行機関等 

①あっせん申出書 八戸市農業委員会 

②全部事項証明書（土地） 法務局（登記所） 

③公図 法務局（登記所） 

④住民票 
※申出者が市外居住者の場合 居住地の市町村役場 

 

農地情報への掲載について 
○農地情報掲載の提出書類一覧（全て１部） 

 

編
集
発
行 

令
和
２
年
11
月
号 

八
戸
市
内
丸
一
丁
目
１
番
１
号 

八
戸
市
農
業
委
員
会
（
℡
43-

９
１
６
４
） 

印
刷
部
数
４
，
１
５
０
部 

印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
4.84
円 

編
集
後
記 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
一
環
で
、高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
接
種
率
を
高
め
る
た
め
、八
戸
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方
は
、

今
年
度
限
り
の
特
別
措
置
で
、ど
な
た
で
も
無

料
で
接
種
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
己
負
担
免
除

申
請
も
不
要
で
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
様
々
な

感
染
症
の
流
行
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。予
防
接
種

を
受
け
た
り
、
手
洗
い
う
が
い
を
徹
底
し
た

り
、
自
分
の
身
を
守
る
た
め
、
で
き
る
こ
と
を

積
極
的
に
や
り
ま
し
ょ
う
。 

農地法関係の申請受付日等について 
農業委員会で設定している、農地法第３・４・５

条の許可申請・届出の受付期間等をお知らせしま

す。 

 申請内容や申請書類については、事前に農業委員

会でご確認ください。 

※今年度の年間予定については、農業委員会の窓口

及び市ホームページへ掲載しています。 

問 農業委員会 ☎４３-９４４８ 

農地法許可申請 

申請月 受付期間 
許可書の交付日 

3条/4･5条 
（30a以下） 

4･5条 
（30a超） 

11月 11/11-11/20 12/17 １/６ 

12月 12/11-12/18 １/20 ２/４ 

１月 １/12-１/20 ２/17 ３/４ 

※他法令との調整により、変更となる場合があります。 
農地法届出 

届出月 締切日 交付日 締切日 交付日 

11月 11/５ 11/13 11/20 11/30 

12月 12/７ 12/15 12/21 12/25 

１月 １/５ １/15 １/20 １/29 

 ◎３条申請…農地を農地として使うために売ったり、

貸したりする場合 

◎４・５条申請…農地に建物を建てたり、植林する等、

農地以外として使う場合 

※農地の売買、贈与、貸借、転用については、事前に

農業委員会へご相談ください。 

 
全国農地ナビ http://www.alis-ac.jp/ 

 

 
所在地 

地目等 
面積 
(㎡) 

希望価格 
大字 小字 地番 

① 新井田 古戸沢 

２ 畑 1,295 

総額 
６万円/年 

(期間10年) 

３ 畑 2,479 

4-1 畑 1,446 

5-1 畑 816 

7-4 畑 44 

 

 

http://www.alis-ac.jp/

